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砥部町長　古谷  崇洋

　平成 17 年の町村合併から 20 年、目まぐるしく変化する時代にあって、現在の砥部町の礎を築かれ、まち
の発展と、住民の皆様の福祉向上に尽力されてこられた、初代中村町長、先代佐川町長のご貢献に、心から
敬意と感謝を表します。
　お二人が繋いでこられたまちづくりのバトンを、私もしっかりと受け止め、砥部町の更なる発展に尽くし
てまいる所存です。しかし、少子高齢化が急速に進行し、社会構造が大きく変わりつつある昨今、地方自治
体にはさまざまな課題があると思っています。地方の衰退が叫ばれる中、砥部町も例外ではなく、未来を見
据え、今まさに変化の時を迎えていると考えています。

令和７年度  施政方針 と 予算概要

　私たちの暮らす砥部町においても、人口減少により、地域のコミュニティの衰退、伝統・文化の担い手の不足、空
き家の増加、地方税収の減少と多くの問題が現出しています。
　子育て世代支援を積極的に、大胆に実施することで、人口が減少するスピードの鈍化を図ります。
　地域の諸問題につながる人口減少へのアプローチとして子育て世代への支援を拡充することで、砥部に暮らす高齢
者から赤ちゃん全員が安心して暮らせるまちを創ります。

■ 子育て世代に選ばれるまちへ
■ 子育て世代が遊びに来るまちへ
■ 教育にかかる支援の拡大
■ 教育環境の整備

子育て支援を積極的に大胆に１

　介護・交通・防災など、砥部町で暮らす私たちの生活にかかる基盤を、必要に応じて IT・デジタルを活用しながら
整備していきます。
　特に、高齢者のみなさんが不安に思われている“交通＝生活の移動手段の確保”の問題を最重要課題として取り組
み、新たなのりあいタクシーの姿を検討していきます。

■ 生活のための移動手段の確保
■ 防災対策の拡充
■ 日々の生活における安心づくり
■ 健康維持、増進施策
■ 地域コミュニティの維持
■ 脱炭素社会に向けた取り組み
■ 福祉の充実

つながり、見守る安心なまちへ２

　私はこの度の選挙に際し、砥部町に新しい芽を育み、
笑顔という花が咲く町にしていくことを、住民の皆様に
お約束させていただきました。新しい芽とは、子育て支
援を積極的かつ大胆に進める「未来の芽」、繋がり、見守
りあう安心なまちを目指す「安らぎの芽」、砥部らしさを
支え、伝える「誇れる芽」、行政サービスを進め、また、
深めていく「導く芽」であります。
　併せて、既存事業や公共施設のあり方を見直すととも
に、企業誘致やふるさと納税の拡大に取り組み、人口規
模に応じた選択と集中により、財政基盤を強化すること
で、これら新しい芽を「育む水」の確保に取り組んでい
きたいと考えています。
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令和７年度の当初予算の概要

　予算総額は 162 億 1,356 万 6 千円（前年度比 4.1％減）となり、一般会計では 94 億 9,223 万 6 千円（前年度比 4.6％
減）です。一般会計が減少した理由としては、松山南高等学校砥部分校教育寮の整備事業の完了により総務費が減少
したことによるものです。特別会計では、被保険者の減少により国民健康保険事業特別会計が減少しています。企業
会計では、水道事業が大きく減少しています。これは、水道施設整備事業の減少によるものです。

会計名 予算額 増減
一般会計 94 億 9,223 万 6 千円 ▲ 4 億 5,646 万 7 千円

特別会計

国民健康保険事業 22 億 3,258 万 1 千円 ▲ 5,617 万 4 千円
後期高齢者医療 4 億 922 万 3 千円 1,831 万 1 千円
介護保険事業 23 億 5,829 万 2 千円 277 万 3 千円
とべの館 5,421 万 7 千円 169 万 1 千円

企業会計

下水道事業 9 億 6,026 万 8 千円 ▲ 626 万 4 千円
公共下水道事業 8 億 5,879 万 7 千円 ▲ 625 万 5 千円
農業集落排水事業 4,579 万 8 千円 420 万 6 千円
浄化槽事業 5,567 万 3 千円 ▲ 421 万 5 千円

水道事業 7 億 674 万 9 千円 ▲ 1 億 9,477 万 3 千円
合計 162 億 1,356 万 6 千円 ▲ 6 億 9,090 万 3 千円

砥部らしさを支え、伝える３

　国の伝統的工芸品である砥部焼をはじめ、かんきつやキウイ、梅などの農業、その他砥部町の産業を守り、支える
ことはこれからも全力で行っていきます。
　もちろん、従来の支援やサポートだけでなく、販路拡大への支援や体験型観光との融合という新たな取り組みを通
じて、砥部らしさを伝える取り組みを強化していきます。さらに、砥部の若者の流出を防ぎ、雇用の創出を実現する
ために企業誘致・留置に取り組みます。

■ 砥部焼
■ 農業
■ ふるさと納税
■ リカレント教育
■ 観光
■ 各種事業者
■ 企業誘致
■ 松山南高等学校砥部分校存続のためのサポート

行政サービスを進化させ、深化する４

　行政の徹底した効率化を図り、職員の働き方を改善するとともに、各業務の“プロフェッショナル”と“ジェネラ
リスト”の育成を通し、砥部町を進化・深化させます。また、職員が働きやすい環境を整備していきます。

■ 業務効率化による職員の働き方の改善
■ 分野ごとのスペシャリストの育成
■ 職員の働きやすさの醸成

“選択と集中”、未来への投資の促進５

　私たちの生活や砥部町の未来を守るためには、財政的な余剰が不可欠です。
　そのために、砥部町の事業や公共施設のしっかりとした見直しが必要です。コストカットで終わるのではなく、生
活を守り、未来を創るための投資に充てます。

■ 定量的な指標に基づいた事業評価の推進
■ 公共施設、インフラの適正化
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令和７年度一般会計の内訳

歳出
94億9,223万6千円

商工費
1 億 9,390 万 7 千円

農林水産業費
2 億 300 万 7 千円

土木費
5 億 9,404 万 7 千円

消防費
6 億 897 万 1 千円

公債費
7 億 8,823 万 5 千円

衛生費
6 億 5,597 万 6 千円

総務費
12 億 7,612 万 1 千円 教育費

13 億 1,527 万 8 千円

民生費
37 億 3,800 万 1 千円

議会費
1 億 869 万 3 千円

その他の支出
1,000 万円

歳入
94億9,223万6千円

その他
3 億 8,175 万 9 千円

繰入金
8 億 2,248 万 5 千円

分担金・負担金、
使用料・手数料
2 億 7,810 万 4 千円

町債
4 億 8,780 万円

町税
20 億 5,738 万 6 千円

譲与税・交付金
36 億 2,618 万 1 千円

国県支出金
18 億 3,852 万 1 千円

民生費（＋ 4 億 7,395 万 3 千円）
障がい者福祉事業や児童福祉事業、国保・介護などの 
特別会計への繰出金

総務費（▲ 10 億 1,449 万 5 千円）
庁舎の事務処理などに必要な経費や地域のコミュニティ
活動を支援するための経費

教育費（＋ 1 億 2,070 万 6 千円）
学校教育や社会教育振興のための経費

衛生費（▲ 1 億 3,441 万 7 千円）
健康づくりのための支援やごみ処理のための経費

公債費（＋ 6,302 万 2 千円）
町の借金を返済するための経費

消防費（▲ 3,921 万 5 千円）
消防活動や災害対策への経費

土木費（＋ 9,794 万 8 千円）
町道など道路の維持、新設改良のための経費

農林水産業費（▲ 3,664 万 5 千円）
農業・林業・漁業の振興のための経費

商工費（＋ 361 万 7 千円）
商工業の振興のための経費

議会費（＋ 905 万 9 千円）
議会運営のための経費

その他の支出（増減なし）
予備費

譲与税・交付金（＋ 300 万 2 千円）
一定の計算方法に基づいて国から交付される地方交付税
など

町税（＋ 2,789 万円）
町民税（個人・法人）、固定資産税、軽自動車税、
町たばこ税

国県支出金（＋ 4 億 1,121 万 4 千円）
国や県が、町が行う事務に対して支払う負担金、町の
事業を支援する補助金、国や県が行う事務を町に委託
した場合に支払う委託金

町債（▲ 6 億 7,390 万円）
町の借金

繰入金（▲ 2,322 万 7 千円）
基金からの繰入金

分担金・負担金、使用料・手数料（＋ 3,809 万 4 千円）
福祉サービスの利用者負担金、各種施設の使用料、
ごみ処理手数料などの収入

その他（▲ 2 億 3,954 万円）
利子などの財産収入、寄附金、前年度からの繰越金、
諸収入

　令和７年度の一般会計予算は 94 億 9,223 万 6 千円です。（３ページ「令和７年度の当初予算の概要」より）
　ここではその内訳をお知らせします。

（　）内は対前年比


